タイワン ノ ゴジョ カンコウ ニホン トノ ミンゾク シャカイガクテキ ヒカク by 恩田 守雄 & オンダ モリオ
台湾の互助慣行
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近郊農村で，既に機械化が進行しかつての互助慣行は少ない。台東県海端郷利稻村の標
高1600mの丘陵地帯に棚畑が広がる農村では，30代の男性がキャベツとウーロン茶の他に






「換工」についてはあまり聞いたことがない（2013年 9 月聞き取り）（ 5 ）。太平洋に面し
近海および遠洋漁業の基地でもある同じ鎮の60代の男性は「換工」は農作業で使われて
きた言葉で，自分たち漁師では使わないと言う（2013年 9 月聞き取り）（ 6 ）。日本のユイ
も農作業を中心に農村で使われる言葉で漁村では聞かないのと同様である。　
新竹県新埔鎮照門里の60代の男性によると，「換工」は梨やみかん，文旦など果物の
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いため， 7 キロの道を車で送り迎えしていると言う。バスは午前（ 8 時台）と午後（15



















































やっていたが，今はほとんどしないと言う（2013年 9 月聞き取り）。毎月 1 回集まり千
台湾の互助慣行6
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掛金が 1 万元とすると，前者は千元プラスして毎月 1 万 1 千元払い続け，後者は千元マ











会のとりまとめ役（会頭）に 1 万元出して40にから50人くらいで行っている（2014年 3
月聞き取り）。同じ郷にある竹彎村の60代の元小学校校長は月 1 回集まり20人から30人
くらいで「標會」をする。もらう金額がもっとも低い人が落札する「割引式」で， 1 人
1 万元くらい出すと言う（2014年 3 月聞き取り）。これだけ銀行などの金融機関が発達
台湾の互助慣行



































































































































































































































第 2 回の報告書第 1 巻（1906年）では「共業」に代わり「共有」として資本関係で株
台湾の互助慣行















































































































































支援（援助）的行為  テツダイ（カセイ） 幫忙
カセイ（台湾本島原住民の一部）
台湾の互助慣行































































































































（ 3 ）　春（ 4 月， 5 月），夏（ 6 月），秋（ 8 月），冬（10月，11月）の季節ごとに栽培され，














（ 7 ）　この箭竹窩 3 隣（鄰）に住む男性の話では箭竹窩社区という地名は竹が多いことから名
付けられた。照門里には 3 つの社区，17の隣があり，この社区は第 1 と第 3 ，第 4 の隣か






































80人から100人くらいである。この地域は 6 月から 7 月と11月の年 2 回お米が獲れる。近
隣の精米所では月餅とともに中秋の名月を鑑賞するときに欠かせない文旦（ザボン）の青
物場が併設され，日本にも多く輸出されている。
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